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｢第
３
次
高
山
市
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
｣で
は
、重
要
施
策

の
一
つ
と
し
て
今
年
度
は「
ワ
ー

ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス（
仕
事
と

生
活
の
調
和
）」に
重
点
を
置
い

て
い
ま
す
。

な
ぜ
、い
ま
ワ
ー
ク
・ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
が
必
要
な
の
？

近
年
の「
働
く
こ
と
」を
取
り

巻
く
環
境
は「
働
き
た
い
の
に
働

く
場
が
な
い
」「
仕
事
が
忙
し
す

ぎ
て
生
活
に
豊
か
さ
が
実
感
で

き
な
い
」「
仕
事
と
育
児
、介
護
の

責
任
が
二
者
択
一
に
な
っ
て
い

る
」な
ど
大
変
厳
し
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
状
況
が

働
く
人
々
の
将
来
へ
の
不
安
、ひ

い
て
は
社
会
の
活
力
低
下
や
少

子
化
、人
口
減
少
を
引
き
起
こ
し

て
い
ま
す
。そ
れ
ら
を
解
決
す
る

取
組
み
が
、「
ワ
ー
ク
・ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」の
実
現
で
す
。

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実
現

は
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
望
む

生
き
方
が
で
き
る
社
会
の
実
現

に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
す
。皆

さ
ん
も
自
ら
の
仕
事
と
生
活
の

調
和
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

問
合
先
市
民
活
動
推
進
課
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４
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｢共
同
参
画
社
会
｣の
実
現
を
目
指
し
て
―
第
３
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

仕
事
と
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ワーク・ライフ・バランスが
実現した社会とは…
国民一人ひとりがやりがいや充
実感を感じながら働き、仕事上の
責任を果たすとともに、家庭や地
域生活などにおいても、人生の各
段階に応じて多様な生き方が選
択・実現できる社会をいいます。

地球温暖化・省エネルギーへの理解を深めて
もらうため、燃料電池自動車や電気自動車など
最先端の環境技術に触れる機会の少ない市民
のみなさんを対象に、体験同乗会を行います。
○乗鞍スカイラインでの体験同乗会
期日 ７月10、13、14、17、18、20日
場所 乗鞍スカイライン（畳平駐車場）（試乗コ

ース１周約２km）
時間 午前10時～午後４時
対象 どなたでも（＊運転はできません）
定員 100人程度
参加料 無料
申込方法 直接会場へ
○市役所展示・体験同乗会
期日 ７月16日（金）
場所 市役所駐車場（試乗コース１周約0.8km）
時間 午前10時～午後４時
対象 どなたでも（＊運転はできません）
定員 100人程度
参加料 無料
申込方法 直接会場へ

問合先 地域政策課 　35-3524

燃料電池自動車

エコカーで
快適ドライブ
エコカーで
快適ドライブ

燃料電池・電気自動車に乗ってみませんか？

飛
驒
高
山
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
で

産
業
の
振
興
を
進
め
ま
す

地
域
資
源
や
も
て
な
し
の
心
は
大
切
な
財
産

高
山
市
産
業
振
興
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

長
引
く
景
気
の
低
迷
、国
際

的
な
経
済
競
争
の
激
化
に
加

え
、人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

の
進
行
な
ど
、市
内
の
産
業
や

労
働
環
境
を
取
り
巻
く
社
会
情

勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。そ

の
た
め
市
で
は
昨
年
６

月
、産
業
振
興
の
基
本
理
念
と

市
民
の
協
力
や
市・事
業
者・産

業
振
興
団
体
の
役
割
を
定
め
た

産
業
振
興
基
本
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。こ
の
条
例
の
趣
旨
を

具
現
化
し
、市
民
・事
業
者
・産

業
振
興
団
体
と
行
政
が
一
体
と

な
り
、観
光
産
業
、農
林
畜
産

業
、商
工
業
の
各
産
業
の
連
携

を
保
ち
な
が
ら
、高
山
市
の
豊

富
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産

業
の
振
興
を
図
る
た
め
、「
高
山

市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン（
平
成

18
年
３
月
策
定
）」の
見
直
し
を

行
い
、｢産
業
振
興
計
画
｣と
し

て
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、産
業
振
興
の

た
め
の
基
本
的
方
向
や
重
点
的

な
取
組
み
、計
画
推
進
の
た
め

の
役
割
分
担
と
連
携
を
示
す
も

の
で
す
。先
人
か
ら
受
け
継
が

れ
た
土
地
、自
然
、町
並
み
、歴

史
、伝
統
、文
化
な
ど
数
多
く
の

地
域
資
源
や
も
て
な
し
の
心
と

い
っ
た
財
産
を「
飛
驒
高
山
ブ

ラ
ン
ド
」と
し
て
位
置
付
け
、そ

の
強
化
を
図
る
こ
と
を
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
産
業
の
振
興

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

計
画
期
間
は
平
成
26
年
度
ま

で
の
５
年
間
で
、社
会
情
勢
の

変
化
な
ど
に
的
確
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
、必
要
に
応
じ
て
見

直
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、計
画
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、商
工
課
や
市
図
書
館「
煥

章
館
」で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

問
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